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の 体験野 が中間的な関係 の 人々 に出現 し
,

家族 に

出現 しな か っ た理由を推測すれば, 家族 は自身の

水俣病を隠す べ き世間 で は な か っ たためと考えら

れた .

5 　 顕 著 な 解 体 症 状 に バ ル プ ロ 酸 が 有 効 で あ っ た

分裂感情障害の一例
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分裂感情障害 の治療は
,

抗操薬
,

抗う つ 薬
,

抗

精神病薬を症状に応 じて単剤又 は
,

併用する の が

一 般的である . 抑う つ 型は双極型 に比 べ 治療手段

は少なく
,
双極型 で有効 な c a rb a m a z e pi n e ( C B Z)

や v alp r o at e ( V P A) の効果は低 い とされる . 今回

我 々 は抑う つ 型の分裂感情障害で 出現 した顕著な

解体症状に対 し V P A が有効 で あ っ た - 症例を経

験 し た の で こ こ に報告する .

症例 は 6 0 歳 の 女性 . X 年 2 月より, 抑う つ 症

状
,

貧困 ･ 虚無妄想 が出現 し他医にて薬物療法を

受けたが効果 なく
,

5 月に当科入院と な っ た. 入

院当初
,
精神病像を伴う大う つ 病 と診断され

,
高

用量 の p a r o x eti n e ( 6 0 m g) により, 抑う つ 症状
,

妄想と も改善 した . し か し
,
8 月中旬より多弁傾

向, 過干渉を伴う解体症状が出現 し
,

さ らに
, 抑

う つ 症状と妄想も再燃 し た . こ の 解体症状に対し

て ri sp e rid Q
'
n e は無効 で あ っ た . Ri s p e rid o n e を中

止 し
, p a r o x eti n e の み で加療継続 し た結果

,
抑う

つ 症状
,
妄想

,
解体症状は改善し た

.
1 1 月 に再度,

8 月の エ ピ ソ
ー

ドと同様 の解体症状が生 じたとき
,

V P A は こ の 解体症状を軽減 し
, 増悪 ･ 寛解を繰り

返す抑う つ 症状と 妄想を安定 さ せ る こ と が で き

た .

本症例 の
, 多弁傾 向 で始まり, 過干渉, 感情 の

不安定を伴う エ ピ ソ ー ドに は気分高揚や自我 の肥

大を伴わな い 為 ,
これは操病 エ ピ ソ

ー

ドで はなく
,

解体 エ ピ ソ ー ドと考 える の が適切 で ある . 今回 の

エ ピ ソ ー ド中, 精神分裂病 の 活動期又 は
,

残遺期

の 症状 が 一 貫 し て 存在 し
,

大部分 の 期間 で大う つ

病の エ ピ ソ ー

ドも存在する .
こ の 為, 分裂感情障

害抑う つ 型と診断 した
. 本症例で は, 寛解期に突

然解体症状が 出現 し
, 抑う つ 症状と妄想 の 再燃 に

つ なが ると い う特徴が見られた.

分裂感情障害 の 治療方針は先述 の 如く
,
抗操薬

,

抗う つ 薬, 抗精神病薬が症状 に応 じ て 単剤又 は
,

併用で 用 い られ る. 双極型で は1ithi u m が有効で

あり, 単剤,
又は抗精神病薬と併用される. 抗操

作用 の ある C B Z や V P A も多く用 い られ る. 最近

は特に
,

V P A の使用額度が高く,
V P A の 有用性を

示す文献も多 い
. 抑う つ 型で は

,
抗う つ 薬

,
抗精

神病薬を単剤又 は
, 併用する こ とが

一 般的とされ

るが
,

両者 の 併用の 効果に対 し て は疑問視する説

が 多く
,

抗う つ 薬単剤 にも劣ると述 べ る研究報告

もある . Lit hi u m や V P A の 効果 は少なく
,

維持療

法と し て も有効性 は低 い とされる . 従来
,

v p A は

双極型に有効 で あるが, 本症例 の 解体症状にも有

効で あ っ た . こ の こ と は
,

V P A が分裂感情障害の

操病 エ ピ ソ ー ドだけ で なく
,

抑う つ 型の 分裂感情

障害 にも有効である こ とを示唆して おり
,

V P A は

分裂感情障害そ の もの の 治療に有効 で ある可能性

があ る.

6 　 著 明 な 脳 室 拡 大 を 伴 う 精 神 分 裂 病 の 1 例
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著明な脳室拡大を伴う精神分裂病 の 症例を経験

し た の で報告する .

【症例】 3 5 歳,
女性

【主訴】 感情 の不安定性, 封聴

【家族歴 ･ 既往歴】 精神科的遺伝負因
,
周産期障

害や脳炎
,

頭部外傷 などの 中枢神経疾患 の 既往 な

し
.

【現病歴】 高校卒業 ごろより被注察感が出現 し
,

Ⅹ
-

2 年
,

3 4 歳時 か ら注察妄想, 考想伝播
,

思考

化声
,

封聴が 出現 . X - 1 年 5 月, 精神分裂病 と


